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　聖火リレーは、オリンピック発祥の地であるギリシャで採火された炎を、ギリ
シャ国内と開催国内でリレーによって開会式までつなげるものです。 オリンピッ
クのシンボルである聖火を掲げることで、平和・団結・友愛というオリンピック
の理想を体現し、開催国全体にオリンピックを広め、きたるオリンピックへの関
心と期待を呼び起こす役目を持ちます。県内の聖火リレーでは、これまでのご支
援に対する感謝と復興に向けて歩みを進める福島の現状を国内外に発信します。

　聖火は開会式の数ヶ月前に古代オリンピック発祥の地ギリシャ・オリンピア市にあ
るヘラ神殿跡で採火されます。太陽光を集め、採火した聖火は第 1聖火ランナーに引
き渡され、ギリシャ国内での聖火リレーが開始されます。今年３月 12日に行われた採
火式後のリレーでは、リオ 2016 大会射撃金メダリストのアナ・コラカキ選手からア
テネ 2004 大会マラソン金メダリストの野口みずきさんへ聖火が渡されました。日本
に運ばれた聖火は宮城・岩手・福島の被災３県で復興の火としての展示を経て、来年
３月の再スタートを待つ現在も変わらず灯り続けています。

　聖火ランナーは原則一人で走行しま
す。聖火ランナー一人あたりの走行距
離は約 200m です。１つの市町村内
でリレーを行った後、次の市町村へは
車両で移動します。
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　移動の際には、聖火を専用のランタンに格納します。次の市町村でランタンからトーチに再び点火し、リレーを繰り返します。



　東京 2020 オリンピック聖火リレーの聖火ランナーは、各都道府県実
行委員会とプレゼンティングパートナー 4社（日本コカ・コーラ株式
会社、トヨタ自動車株式会社、日本生命保険相互会社、日本電信電話株
式会社（NTT））等からの公募または推薦により選定されます。福島県
では、県内 59市町村それぞれにゆかりのある方 1名ずつと、福島県の現状や魅力を発信する
PRランナー 6名と 1グループが選出されました。
　延期後の新たな聖火リレーのランナーについては、既に決定していた聖火ランナーの皆さん
に優先して走行していただく予定です。

　1964 年東京大会の聖火は、ギリシャから特別機で沖縄に運ばれました。沖縄
本島を駆け抜けた聖火は、鹿児島、宮崎、北海道に運ばれ、4つのコースに分か
れて全都道府県を巡りました。福島県内では、1964 年 9 月 28 日から 30 日に
かけて、国道 4号に沿って走行しました。
　28日は、国見町から桑折町、伊達市を経由し、福島市の県庁前まで運ばれま
した。29日には、二本松市、大玉村、本宮市、郡山市を駆け抜け、郡山市役所（現
福島県郡山合同庁舎）へ到着。30日には、須賀川市、鏡石町、矢吹町、泉崎村、
白河市を通り、西郷村から栃木県に引き継がれました。

聖火リレー豆知識 ：前回の東京オリンピックの聖火リレートーチは県内に生産拠点のある企業が製造したんだよ。
詳細はふくしまプラス
2020 をチェック！


